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昨年のこの場での話
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} デジタル田園都市国家構想とECHONETの相性は?
} 日本政府が進めるデジタル田園都市国家構想は、日本の大
多数を占める地方の自治体の立場から我が国の抱える問題
をICTを利活用して解決しようとするもの

} 従来のスマートシティ、スーパーシティとは異なり、一部地域
での先進案件の実証ではなく、全国の自治体の参加とコミット
メントを求める壮大なアイディア出し

} ECHONETはじめ、スマートホームの取り組みは政策開始時
には期待を持って資料にも記載されていたが、それに我々は
乗れているか?
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スマートホームは公共財にはならないか
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} エネルギーの例でみても基本的に個人財産

} いわば個人の投資のような形での社会実装であり、本来は社
会全体の利益(CO2削減、系統安定運用)になるものであって
も導入は個人の意思。ただし、再エネ賦課金という形で強制
的に全国民が参加させられてはいる

} 将来的にも個人宅の再エネ、蓄エネ、大口需要機器の運転を
アグリゲータに任せる契約を個人で締結という方向

} 多分、まだ贅沢品扱い

} スマートスピーカーを中心とするガジェット系のスマートホーム
はその代表例

} 本来であれば社会的な課題解決である高齢者対応でのス
マートホームの貢献についても共通したモデルや社会的認知
は極めて低い
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我々としては何をせねばならないか
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} スマートホームの将来像を明らかにする

} スマート家電やスマート建材が入っているだけの状況から脱
却をはかる

} 「家」という単位でスマートな動きができるようなところを目指
し、ロードマップを作成して示す必要がある

} イメージ的にはHAL9000も含めたディスカバリー号
} その上で何ができるのかを明確に示す

} 行政も含めたビジネスモデルを提案する

} 行政コストを削減する手段としてのスマートホーム

} 行政組織が関係して初めて扱うことができるデータを活用
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今年のデジタル実装タイプ

5https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/policy1.html © 2024 TAN Yasuo

TYPE2, 3自治体には
基盤利用を必須に



2024.01.01の震災
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https://www.static.jishin.go.jp/resource/monthly/2024/20240101_noto_1.pdf

気象庁資料

皆様のご支援に感謝申し上げます!
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予兆らしきもの
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} 気象庁による地震活動の概要

} 石川県能登地方では、2018年頃から地震（地殻内）が増加
傾向で、2020年12月から地震活動が活発で、2023年５月
頃からさらに活発となったあと、いったんは地震活動が2020
年12月以降の状態に戻りましたが、2024年1月1日のM7.6
の地震により、最大震度７を観測するなど能登半島を中心に
強い揺れとなり、地震活動の更なる活発化とともに地震の発
生領域も広がりました。

} 2023.05.05の地震では建物の被害があり、1F部分が
倒壊した住宅もあったが、死者はいなかった

} 2024.01.01の地震の直前には、渡り鳥がいなくなる、
空に赤い光がみえる、といった現象を多くの市民が見て
いる
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今回の震災の特徴
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} 単なる地震というよりは、地殻変動という様相

} 最大4mの隆起、最大1mの西向きの変動
} 過去6000年(縄文時代以降)で最大

} 地形的に、陸路のアクセスが困難であること、平野部も
多くないことから、救助活動に大きな制約

} 孤立した地域が多数発生

} 自衛隊による海からの支援もあったが、隆起により使えなく
なった港も多く、普通の船が使える場所は限られる

} 千枚田(棚田)が観光資源になっていたりするところで、平らな
ところが少なく、ものを置いたり仮設の建物を設置する場所も
十分にとれない

} インフラ等の問題から多数の支援者が滞在できるのは金沢
市で、片道で二時間かけて通うため実働時間が減る
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インフラ
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} 地面に設置されているイ
ンフラはすべて壊滅的な
被害を受けた

} 道路、上下水道、送配電
網、通信網、鉄塔・電柱類

} まずは道路が確保できな
いと物資が運べない

} 電柱を積んだトラックが初
めて入れたのは1/15

} 携帯電話が1/18の時点
である程度復旧できたの
はかなり特殊

この図は何でしょう?
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根深い問題
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輪島市珠洲市

総人口 前年比

資料にある昭和36年
以降、全てマイナス
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復興に向けての懸念の数々
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} 漁港や養殖場がダメージを受け、魚介の水揚げが減少

} 看護師が全員やめた病院は、今はDMATで何とか維持
} 輪島の朝市は震災とは関係なく存続の危機にあった

} 店主の高齢化

} 21.06.01の改正食品衛生法で、露店での包丁使用が禁止
} 国際基準であるHACCP対応。食品を加工するのとは別に手洗い専
用の水場を用意したり、加熱や冷凍などの処理をする場合は、専用
の温度計を設置したりすることが必要に

} 輪島塗は124もの工程があり、それぞれに専門の職人
} 奥能登にある11の酒蔵は全てが甚大な被害にあい、樽
はもちろん、建物自体がもう使えないところも多い

} 珠洲焼(陶磁器)の20の窯も全て被災
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元に戻すというよりも新しい形はないか
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} 能登に限らず、我が国では人口がもう増える見込みがな
い地域が大多数を占める

} 人口が増える、あるいはまとまった人口がいることを前
提としたインフラづくりからの転換は考えられないか

} 今後は下水道が成り立たず、浄化槽しか選択肢のない
ケースが増えるという話も

} 今回能登でも使われている水循環システム(CEATEC2019
のコンテナハウスについていたもの)のようなものがコストダウ
ンすれば昔ながらの浄化槽の話とは異なってくる

} エネルギー源も自由度が増している

} 太陽光発電、太陽熱、小規模水力、風力、木質バイオマス

} 蓄電だけでなく蓄熱技術もアクティブな形で活用できないか
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たとえば...
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} 以前から丹がいうところの、自立性の高い、宇宙船のよう
な家

} 月面住宅、火星住宅から比べれば空気も水も入手容易

} ICTの存在を前提に、センサ&アクチュエータで環境を維持
} インテリジェンスを持つため、計画的なエネルギー管理もでき、VPPへ
の参加ではAC/RAと瞬時の交渉も可能

} トレーラーハウス、発泡スチロール住宅など、新たな建築物

} コア部分と場合によっては放棄できる部分に分けることも有効

} 移設が容易なものについては、定期的に交
換するビジネスモデルも可能で、現在のト

レーラーハウスでも広さを求めなければ家
賃相当で自動車と同程度の期間で交換可能

} 丸い住空間は案外やすらぎを感じる
https://www.dome-house.jp

AC: Aggregation Coordinator
RA: Resource Aggregator
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その土地の力を活用できないか
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} 自立性の高い住宅が確保できると、その土地が本来
持っている力を活用できるようになる

} 実は、今回の震災でつくづく感じたのが能登の豊かさ

} もともと北陸は縄文時代から多くの人が住んでおり、江
戸時代でも近畿に迫る人口を有していた

} 今回の奥能登にも環状木柱列で有名な真脇遺跡があり、
縄文初期から末期まで連続してムラが存在していた

} 直径1m弱のクリの木を並べて立てたたもの
で、根本部分の実物が発掘されている

} JR西金沢駅近くのチカモリ遺跡も同様の
木柱列があり、JAISTの付近では1万2千
年前のムラが発掘されている

} 人間が生活できる基盤がもともとある

http://noto-satoyamasatoumi.jp/
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おわりに
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} デジタル田園都市国家構想はもとより、仮設住宅の建設
をめぐっても、スマートホームというものの存在感の薄さ
は明らか

} 個人所有の贅沢品という位置づけから脱却するための
社会との接点のひとつとして地方公共団体との連携は
重要で、デジタル田園都市国家構想という政策はチャン
スだが、そのフェーズはどんどん進んでいる

} 今回の災害は、スマートホームができそうながらやれて
いないことや、今後のインフラのあり方、特に復興がどの
ような形で行われるべきかを考える機会に

} 防災・減災の手段としてのスマートホームという観点も含
め、まずは認知度を上げる必要がある
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デジタル田園都市国家構想の成功の鍵
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 ５つの成功の鍵

① ⼈の⼀⽣涯の暮らしや⽣きがいと、地域の新
たな産業をデジタルでフル・サポート。

② そのため、国、⾃治体、市⺠、⼤学、産業な
ど関係者の⼒を特定ビジョンの下に総動員。

③ 社会活動に必要な機能を近接した空間に集め、
その関係性を深めるよう、地域の空間全体も
再設計。

④ 参加する全関係者がEBPMのサイクルを共有
し改善の有無を検証し、取組の⽅向性を確認。

⑤ 構造化されたデジタル共通基盤（インフラ、
データ連携基盤・公共メッシュ、サービス）
の整備・浸透。

デジタル⽥園都市国家構想の成功の鍵

サービスを連携する
公共サービス基盤

通信インフラ(5G,等)

データ連携基盤(⺠間)

認証 決済
APIゲートウェイ

データ連携基盤(公共サービスメッシュ)
国⼟空間データ(3D含む))

暮らしの変⾰
知の変⾰

産業の変⾰

デジタル・インフラ Gov.クラウド/NW

Sustainability
持続可能な環境・社会・経済

Well-being
⼼ゆたかな暮らし

スマート農業

サテライトオフィス

⽣誕

20 40 60 80

100

知の交流

統合ID
共通機能

Innovation
地域発の産業⾰新

Super City
Smart City

MaaS
地域経済
循環型

防災
レジリエンス スマート

ヘルスケア

⾏かなくて良い市役所

スマート
ホーム

新たな産業

輝く暮らし

 デジタルの⼒で、「暮らし」「産業」「社会」を変⾰し、地域を全国や世界と有機的につなげていく取組。
 国が整備するデジタル基盤の上に、共助の⼒を引き出し、各地域で全体最適を⽬指したエコシステムを構築する。
 常時発展・改⾰していくためにも、知の中核として⼤学を巻き込み、関係者全員でEBPMを実践することが必要。
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https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai2/siryou2-1.pdf

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai2/siryou2-1.pdf


スマートホーム(生活者価値を起点としたサービ
ス連携の共創・最適化) 
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スマートホームを中心として地域生活や中小産
業がデジタルにより変革 
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あまり時間はないかもしれない
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} デジタル田園都市国家構想のKPIは取り組んでいる自
治体の数

} 1年間前倒しで1000自治体はクリア
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昨年のスライド


